
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／社会、総合）作問者：ＮＩＥアドバイザー 伊藤大介（静岡聖光学院中学・高校 教諭）

２０２１年４月２５日朝刊東部版記事を読んで、問いに答えなさい。

①記事中にある「あぜ塗り」とはどのような作業か。記事を参考
にしながら、説明しなさい。

②農林水産省が「棚田百選」として認定している、静岡県にある棚田の例を一つ自分で調べて答えなさい。

③棚田を保全していくために近年「オーナー制度」というしくみが広まっているが、どのような仕組みか。自
分で調べて説明しなさい。

④オーナー制度には、棚田以外に茶園などの例もある。どのような例があるか。自分で調べて説明しなさ
い。
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解答例

（例）モグラが穴を空けるなどしてもろくなった田ん
ぼの縁に泥を塗ることで、水漏れなどを防ぐ作業。

（例）沼津市の北山の棚田、浜松市の久留女木の棚田などの例から一つ。

（例）１区画を一定金額で都市住民などが会費を払うことで、オーナーが農作業
を体験したり取れたお米を宅配してもらえたりする制度。

（例）静岡市葵区足久保で２０２１年３月から始まった「茶畑オーナー制度」は、一
定額の会費を払うことで茶摘み体験ができたり季節ごとにお茶を受け取れる。


